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2016年度
「フレンズ・ＴＯＨＯ」役員会・定期総会を開催

「設立20年」の2015年度は、2015年９月19日
（土）、名古屋東急ホテルに於いて総会・記念講演会
を開催し、200名を超える皆さんのご参加を得て、
大成功をおさめることができました。この節目の年
に、法人会員148社、個人会員187名と、過去最高
の会員数となりましたが、目指す会員数400までは
届かず、更なる取り組みの必要性を強く感じるとこ
ろです。
また、愛知東邦大学吹奏楽団・東邦高等学校吹奏
楽部が、アジアを代表してアメリカのローズパレー
ドに参加しましたが、会員の皆さま、とりわけ法人
会員の皆さまには多大な支援をいただきました。こ
れは、単に「吹奏楽のみんな」に対する応援にとど
まらず、東邦学園で学ぶ学生・生徒の夢の実現、努
力の積み重ねを支えようとする会員の皆さまの思い
の表れの象徴だと、心からありがたく感じました。

１．設立20年記念事業の成功

⑴設立20年「記念講演会」
2015年9月19日（土）、学校法人ノートルダ
ム清心学園理事長の渡辺和子氏を講師に迎え、
「現代の忘れもの」と題して記念講演会を開催
いたしました。参加者は、会員135名、一般参
加者91名の226名で、渡辺氏の謙虚な生き方
や困難な時代をどう過ごしてきたかを優しい語
り口で伺いました。参加者の心に響く講演で、
「忘れていたことを思い出しました」「改めて自
分自身を振り返りました」など、講演会の開催
を感謝する感想をたくさんいただきました。

⑵設立20年「記念総会・祝賀会」の開催
上記「記念講演会」同日に開催。東邦高等学
校吹奏楽部による20年を祝福する演奏があり、
会は大いに盛り上がりました。参加者は、法人会
員40社53名、個人会員61名の皆さまでした。

2016年５月６日（金）、名古屋観光ホテルに於い
て、理事会・評議員会合同の役員会の後、定期総会
が開催されました。
役員会では、2015年度事業報告・収支報告・監
査報告が行われ、前年度の諸活動や会員推移を振り
返るとともに、2016年度の事業計画と予算につい
て事務局長より提案がなされ、異議なく了解されま
した。また、今期は役員改選の年となっており、了
承されました。
その後に開かれた定期総会では、遠山会長のご挨
拶に続き、役員会で決定された前年度のまとめと新
年度の方針、新役員体制が報告されました。
役員会・総会には、東邦学園理事長・愛知東邦大
学学長�榊�直樹氏（名誉会長）、東邦高等学校教頭藤
本紀子氏にもご参加いただき、学園・大学・高校の

教育活動の近況をご報告いただきました。
大型連休の廻間に開催し、参加していただくのが
難しい方もみえたことと思いますが、総会に参加さ
れた会員の皆さまは100名を超え、盛会のうちに終
了することができました。感謝いたします。

2015年度フレンズ・TOHO「事業報告」
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⑶設立20年「記念誌」の発行
設立20年の歴史を振り返った、貴重な記念誌

『「フレンズ・TOHO」20年のあゆみ』を発行
し、学園創立100年を控え、更に広く強く応援
して下さる皆さま方への熱いメッセージとなり
ました。

⑷設立20年「記念品」の製作
会員の皆さまに「手元に残しておきたい」と
思っていただけるような記念品をつくりたいと
願い、「フリクションボールペン」を贈りまし
た。また、総会当日、記念品・記念誌等を持ち
運べるようにトートーバック（ネーム入り）を
作成いたしました。末永く愛用していただけた
ら幸いです。

２．学習・研修の充実

⑴講演会
①第1回講演会（設立20年記念講演会として）
　　※前述のとおり
②第2回講演会
2015年11月28日（土）、愛知東邦大学にお
いて、講師に桑山紀彦氏（NPO法人地球のス
テージ代表理事、東北国際医療内科医師）を迎
え、「地球のステージ4～果てなき地平線～」を
今年度も開催いたしました。学生の参加も多く、
198名の参加でにぎやかく開催することができ
ました。
③第3回講演会
2016年1月30日（土）、地域創造研究所と
共催で「多様性を活かす　女性活躍推進企業」
と題した講演会とシンポジウムを開催いたしま
した。講師に、坂本里和氏（経済産業省商務情

報政策局商務流通保安グループ、商取引監督課
長）、山極清子氏（株式会社ｗｉｗｉｗ社長執行
委員）、倉田満美子氏（株式会社ラッシュ・イン
ターナショナル代表取締役）を迎え、愛知東邦
大学小柳津久美子准教授のコーディネートで進
行いたしました。参加は50社79名で、「女性の
活躍が会社を発展させる」「能力を活用すること
がリーダーの役割」とする講師の発言に、熱心
に聞き入っていました。

⑵研修・講座企画
①自然と親しむ会
ⅰ）2015年5月9日（土）、「浅井長政の居城小
谷城址を訪ねた後、黒壁スクエア散策の旅へ」
を実施し、20名の皆さまにご参加いただきま
した。穏やかな春の一日、参加者は、小さな
花々や緑の木々、澄んだ空気を楽しむことが
できました。
ⅱ）2015年11月23日（月・祝）、「晩秋の香落
渓・紅葉の旅へ」を実施し、20名の皆さまに
ご参加いただきました。当日は雨も心配され
ましたが、川沿いの道では、さわやかな風と
澄んだ水音を楽しみました。
②個人会員・家族向け講座、地域向け講座
ⅰ）2015年11月8日（日）、「おいしい珈琲の
淹れ方と飲み方講座　第3弾」を愛知東邦大
学大学祭に併せて開催いたしました。講師は、
富士コーヒー株式会社の塩澤氏と後藤氏。豆
と淹れ方の違いを味わい、「コーヒーって深い
ですね」とは、連続して参加されている方の
一言です。
ⅱ）2015年12月7日（月）、「手打ちそば講習
会」を開催いたしました。講師は、手打ちそ

設立 20年祝賀会の様子

そば講習会（講師：冨田敏充氏）
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ば処かど徳のご主人、冨田氏。10名の参加者
は、講師のうったそばに舌鼓をうちながら、
自分のうったそばをお土産に講座を堪能され
ました。

３．交流の充実

⑴名刺交換会
2016年1月30日（土）、名古屋ガーデンパレ
スに於いて「第8回名刺交換会」を開催いたし
ました。参加は50社79名。（「講演会」につい
ては前述の通り）

⑵ TOHO スポーツイベント（少年野球大会・ドッ
ジボール大会・少年サッカー大会）協賛
学生が主体となって地域の方々と協力しなが
ら企画・運営したスポーツイベントに対して支
援をおこないました。学生の学びの場として、
更に発展することを願います。

４．学園の教育活動支援

⑴学内企業展への協力
大学就職課と連携して法人会員に学内企業展
への参加を要請いたしました。

⑵インターンシップ企画への協力
法人会員に対し、愛知東邦大学生・東邦高校
生や EvCC学生のインターンシップ受け入れ
の協力をお願いいたしました。

⑶大学・高校の各クラブへの激励と支援
大学では女子サッカー部、高校では硬式野球
部、空手道部、水泳部、ダンス部、ソフトテニ
ス部の全国大会出場に対して、激励金を支給し
ました。また、吹奏楽部（高校）・吹奏楽団（大

学）のローズパレード（アメリカ）参加に対す
る激励金を支給しました。
特に、「春の甲子園出場」と「ローズパレード
参加」は、会員の皆さまの大きな話題となり、
多大な援助をしていただきました。

⑷教育活動支援や出版助成
大学・高校、それぞれの教育活動への支援金
を支給いたしました。

⑸中学生対象のスピーチコンテストへの協賛
2015年11月1日（日）、第10回中学生英語ス
ピーチコンテスト（高校主催）に協賛し、援助金
を支給いたしました。記念の第10回も参加者が
200名を超え、中学校の熱い期待を感じます。

⑹学園主催の納涼音楽祭への協賛
2015年8月29日（土）に予定されていまし
たが、雨天のため中止になりました。

５．会報「みどりの風」と会員名簿の発行

⑴会報「みどりの風」の 発行
39号を9月19日に、40号を2月24日に発行
いたしました。全会員に対して寄稿を依頼し、
会員の皆様に楽しみにしていただけるよう努め
ました。また、会報誌に広告掲載を依頼するこ
とにより、企業様には広報の機会を提供すると
ともに、発行を支えていただきました。

⑵会員名簿の発行
４月１日付けの異動を可能な限り反映させた
名簿作成をめざして発行いたしました。

⑶ＨＰの更新
ＨＰの充実をはかるため、デザイン変更も含
め、更新いたしました。
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収
入
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考
①前期繰越金 2,029,549 2,029,549 0

②年会費 法人会員 2,500,000 2,460,000 ▲�40,000 予算 125 社決算 123 社

　　〃 個人会員 930,000 875,000 ▲�55,000 予算 186 名決算 175 名

③入会金 法人会員 50,000 100,000 50,000 予算 5社決算 10社

　　〃 個人会員 30,000 9,000 ▲�21,000 予算 10名決算 3名
④広告収入 みどりの風 39号・40号分 900,000 870,000 ▲�30,000
⑤受取利息 1,303 1,103
⑥講座・研修参加費 283,000 ▲�17,000

合　　　計 6,627,852 ▲�111,897

支
出
の
部

①事業費 講演料・各種研修 900,000 315,181 584,819
　　〃 学園活動支援 800,000 800,000 0
　　〃 その他 (援助金・祝金等） 350,000 260,000 90,000
　　〃 企業交流会 300,000 347,959 ▲�47,959
②会議費 運営委員会・役員会等 200,000 124,110 75,890
③印刷費 会報 300,000 345,600 ▲�45,600
　　〃 名簿作成費 76,000 0 76,000
　　〃 封筒・振込用紙等 30,000 41,040 ▲�11,040
④通信費 会報誌発送・webメンテナンス 300,000 334,128 ▲�34,128
⑤事務費 事務費・交通費等 100,000 31,912 68,088
⑥記念事業費 1,800,000 1,800,000 0

⑦予備費 甲子園・ローズパレード出場祝金
支出 150,000 140,000 10,000

⑧期末未払金 会報印刷費 0 ▲�172,800 172,800
⑨期末未払金支出 2014 年度名簿作成費 75,600 75,600 0
⑩次期繰越金 1,358,149 2,185,122 ▲�826,973

合　　　計 6,739,749 6,627,852 111,897

2015 年度　フレンズ・TOHO　収支報告書
2015 年 4 月 1 日から
2016 年 3 月 31 日まで （単位：円）

収
入
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考

①設立 20年事業積立金 2,405,595 2,405,595 0 前年度までの積立金
②記念事業予算 1,800,000 1,800,000 0 一般会計より

合　　　計 4,205,595 4,205,595 0

2015 年度　フレンズ・TOHO 設立 20 年記念事業　収支報告書
2015 年 4 月 1 日から
2016 年 3 月 31 日まで （単位：円）

支
出
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考
設立 20年記念事業費 ①総会・祝賀会 2,505,595 2,167,864 337,731

②講演会 1,000,000 450,197 549,803
③記念誌 200,000 209,754 ▲�9,754
④記念品 500,000 519,700 ▲�19,700

合　　　計 4,205,595 3,347,515 858,080

※記念事業積立金残高
※奨学金基金積立預金残高
※次期繰越金

合　　計

858,080
2,002,066
2,185,122
5,045,268

郵貯銀行
豊田信用金庫（普通預金）
三菱東京UFJ 銀行（普通預金）
三井住友銀行（普通預金）
現金

合　　計

33,926
2,002,066
2,364,644
500,117
144,515
5,045,268
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2015年度、「フレンズ・TOHO設立20年」を多
くの会員の皆さまに祝っていただいた。本年より、
また新たな10年の始まりである。愛知東邦大学は、
新学科の設置に伴い、新たな取り組みを始められて
いる。東邦高等学校も新コースが2年目を迎え、更
なる充実が図られている。学園の取り組み・挑戦を
さらに一層支え、連携すると同時に、地域との連携
を広げ足を大きく踏み出したい。
そのためには、会員拡大が必須である。とりわけ、
個人会員は最も多かった2014年度より、若干ではあ
るが減少している。愛知東邦大学・東邦高等学校に
何らかの形で関わって下さった方々を中心に、フレ
ンズの輪を大学・高校の皆さまのご協力のもと、こ
れまで以上に会員拡大に努めたい。

１．学習・研修の充実

⑴講演会
人々の心に残る話、時局のテーマを講演する
ことにより、会員の学びの場とするとともに、著
名人の講演を学園広報のツールとして活用し、
知名度向上に繋げる。
①１回講演会
・日時・会場：5月6日（金）13：30～15：00・
名古屋観光ホテル
・講師：石黒由美子氏（北京オリンピックシン
クロ競技日本代表）
・テーマ「夢をあきらめない」
②第２回講演会
・秋頃を目処に、地域創造研究所との共催で開

催する
③第３回講演会
・２月頃におこなう名刺交換会開催時に、法人
向けの講演会を併せて開催する

⑵研修・講座企画
会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会と
するとともに交流の場としても重視する。また、
より多くの会員や地域の皆さんに参加していた
だくために、早急に年間計画を立てて準備を進
める。
①自然と親しむ会
・四季や自然を楽しむ日帰り旅行を企画する
・9月下旬、「北八ヶ岳麦草峠～白駒池」を企画
中
②法人会員向け講座
・愛知東邦大学の「職業実践力育成プログラム」
に対して協力を深める
・大学の知的財産を活用する講座を開講し、大
学の教育内容への理解を得ることにより、産
学連携の可能性を探る
③個人会員・家族向け講座、地域向け講座
・個人会員が家族で参加できる講座を理科実験
室・食物実習室や売木山荘を使って開講する

（Ex. 理科実験親子教室・親子スイーツ講座・
キャンプを楽しむ講座など）
・地域住民の方々や会員の皆さんに学園への理
解をより深めていただくために、学園の特色
を生かした講座を開講する
・地域住民の方を講師に招いた講座の開講を検

2016年度フレンズ・TOHO「事業計画」
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討する
④その他
・大学のトレーニングセンターなどを活用し
て、会員及び地域住民に対する「健康講座」
開講に取り組む
・専門講師による解説を受け、個人旅行では得
難い講義を受けられるような「社会見学（一
日研修）」を企画する

２．交流の充実

⑴名刺交換会
法人会員同士が名刺交換を通じてビジネスの
場を拡大する機会とするとともに、法人会員向
け「講演会」を企画する。

⑵ TOHO スポーツイベント（少年野球大会・ドッ
ジボール大会・少年サッカー大会）協賛
昨年に続き、学生が地域の方々と協力しなが
ら企画・運営していく「TOHOスポーツイベ
ント」に対して支援を行う。

⑶その他
会員同士や地域の方々との交流を深められる
企画を検討し、時期を失することなく開催する。

３．学園の教育活動支援

⑴学内企業展への協力
大学就職課と連携して法人会員に学内企業展
への参加を要請し、採用に結び付けられるよう
協力する。

⑵インターンシップ企画への協力
法人会員に対し、愛知東邦大学生・東邦高校
生や EvCC学生のインターンシップ受け入れ
の協力を依頼する。

⑶大学・高校の各クラブへの激励と支援
大学・高校のクラブ活動を支援するため、全
国大会に出場するクラブに対して激励金を支給
する。

⑷教育活動支援や出版助成
大学の研究者に対し研究成果出版に対する助
成金を支給する。また、高校の教育活動への支
援金を支給する。

⑸中学生対象のスピーチコンテストへの協賛
高校で開催される中学生対象の英語スピーチ
コンテストに協賛し、援助金を支給する。

⑹学園主催の納涼音楽祭への協賛
法人会員に対し、模擬店などの出店や機材の
貸し出し、協賛金などへの協力をお願いし、音
楽祭の充実に貢献する。

４．会員の拡大

⑴大学後援会・高校ＰＴＡの会員の皆さまに加入
を呼びかける

⑵地域の皆さまとの交流を深める中で加入を呼び
かける

５．会報「みどりの風」と会員名簿の発行

⑴会報「みどりの風」の 発行
41号の発行を８月、42号の発行を２月に予
定する。

⑵会報「みどりの風」の編集・校正
会員に対して寄稿を依頼し、会員が楽しみに
する紙面づくりの工夫をする。

⑶会報「みどりの風」掲載広告の募集・編集
会報誌に会員広告を掲載することにより、広
報の機会を提供する。

⑷会員名簿の発行
4月1日に発行する。

⑸ＨＰの充実
ＨＰを定期的に更新し、充実を図る。
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収　　入　　の　　部

項　　目 予　算

①前期繰越金 2,185,122

②年会費 法人会員（149 社× 2万円） 2,980,000

　　〃 個人会員（187 名× 5千円） 935,000

③入会金 法人会員（5社× 1万円） 50,000

　　〃 個人会員（10名× 3千円） 30,000

④広告収入 900,000

⑤受取利息 200

⑥講座・研修参加費 研修参加費・講座受講料など 300,000

合　　　計 7,380,322

2016 年度　フレンズ・TOHO　事業予算書
2016 年 4 月 1 日から
2017 年 3 月 31 日まで （単位：円）

支　　出　　の　部　

項　　目 予　算

①事業費 講演料・研修・親睦活動 800,000

　　〃 学園活動支援金 800,000

　　〃 災害支援活動 200,000

　　〃 その他（援助金・祝金等） 350,000

　　〃 総会・懇親会・名刺交換会 1,100,000

②会議費 運営委員会・役員会等 250,000

③印刷費 会報 350,000

　　〃 名簿作成費 76,000

　　〃 封筒・振込用紙等 30,000

④通信費 会報発送・Webメンテナンス 300,000

⑤事務費 事務費・交通費等 100,000

⑥予備費 200,000

⑦前期末未払金支出 2015 年度会報印刷費 172,800

⑧設立 30年記念事業積立金 200,000

⑨次期繰越金 2,451,522

合　　計 7,380,322



三菱電機株式会社　　機器代理店
          半導体・デバイス国内代理店
新電元工業株式会社　特約店

 

代表取締役社長  下 出 啓 介 

本   社 〒465-8651 名古屋市名東区一社四丁目22番地 

ＴＥＬ（052）702-2021 ＦＡＸ（052）704-3131 

 岡崎営業所 〒444-0075 岡崎市伊賀町三丁目 25 番地 

ＴＥＬ（0564）21-6792 ＦＡＸ（0564）21-6838 
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〈記念講演〉　「夢をあきらめない」
シンクロ競技元日本代表　　　

石黒　由美子氏

は私も東邦ファンの一人です。東邦高校にプールが
移る前の邦泳スイミングの頃からスイミングに通っ
ていたんですが、そのプールが東邦高校に移り、東
邦高校で日々泳ぐようになりました。東邦高校の
プールがなかったら私はオリンピックに行けていな
いんじゃないかっていうくらい東邦学園にはお世話
になっておりましたので、今日このような会に呼ん
でいただいて、非常に感謝しております。いつも講
演させていただく時は、元気いっぱい楽しく誠実に
お話させていただこうと思っているんですが、今日
はさらに感謝の思いも込めてお贈りさせていただき
たいと思います。よろしくお願いいたします。

皆様から見て左側に、シンクロの本番の衣装を
持ってまいりました。これは、2007年スイスオー
プンという世界大会で大逆転で優勝をした時の、母

〈講師紹介〉
石黒由美子さんは、2008年北京オリンピック、
シンクロ競技の日本代表です。
1983年10月に愛知県でお生まれになりました。
小学校２年生の時に大きな交通事故に遭われまし
た。その入院中に、たまたまテレビで見た「シンク
ロナイズドスイミング」にあこがれまして、翌年か
ら競技を始められました。その間、記憶喪失や、顔
面麻痺、視力障害、難聴などの、さまざまな後遺症
に苦しみながらも、お母様とともに夢の舞台である
オリンピックを目指し、その努力の甲斐があって
2008年の北京オリンピックに見事、出場を果たさ
れました。また、そのかたわら2007年には愛知教
育大学にて、幼稚園から高校までの教員免許を取得
されました。さらに2009年４月より神戸大学大学
院に進学されまして、その後、小学校と看護専門学
校で非常勤講師をつとめられました。現在は、奈良
女子大学大学院に在籍され、「いじめ問題」をテー
マに研究中で、今後の目標は博士号の取得と世界マ
スターズで金メダルを獲ると、新たな夢に挑戦され
ております。

ただいまご紹介に預かりました、石黒由美子です。
今日は、フレンズ・TOHOの総会、東邦ファンの
皆様が集まっていらっしゃると聞いております。実



創業 昭和３年
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手作りの、とて
も思い出に残る
水着です。今日
は母との二人三
脚のストーリー
をお届けしたい
なと思っていま
す。そしてもう
一つ、『夢ノー
ト』というノー
トです。自分の
やりたいこと、
叶えたい夢、欲

しいものを書き、叶ったら赤線で消して、「ありが
とうございました」という感謝の言葉を添えるとい
うノートですが、３歳ぐらいの頃から書き続けてお
ります。今まで書いたことで叶わなかったことが一
つもないというノートです。自分だけでなく、家族
や友人や自分の周りの人の夢や、欲しい物も書いて
おり、それが全部叶っているんです。今日お届けす
るストーリーはすべてノンフィクションですので、
「えーっ！」と思われることばかりだと思いますが、
お聞き下さい。

話は、小学２年生の秋にさかのぼります。名古屋
市名東区に実家があり、越智バレエ団の教室に通っ
ておりました。ある大雨の日、レッスンを終えた私
を母が車で迎えにきてくれたんです。シートベルト
を締めようと思った矢先、80キロという猛スピード
で、免許取りたての18歳のお兄さんが正面衝突。私
は、顔面を540針、口の中を260針、両目とも網膜

はく離で失明、神経断裂による難聴、そして右側の
顔は顔面麻痺、更に脳挫傷による記憶喪失。私の周
りのすべての人が失意に陥る中、たった一人あきら
めなかったのが母です。母は私の人生をリセットさ
れたと考えることにしたんです。一度目の人生は２
年生の秋に終わったけど、今日から新しい人生が始
まる。見えないことも聞こえないことも、自分で何
もできないことも、全部子育てなんだ、やり直せば
いいんだと、母は自分の悲しみや後悔を全部しまっ
て切り替えることにしたんですね。そんな母のおか
げで今日、ここに立たせていただいております。

３歳の頃から書き続けていた「夢ノート」を、入院
中も一生懸命に書いていました。欲しいものが手に
入ったり、とても食べられるような状況ではないの
に食べられるようになったり、手術を目の前にして
目が見えるようになったり、顔中に入っていた小さ
なガラス片が自然に出てきたり�と、次々と奇跡が
起こりました。
母から教えられ
た「あきらめな
いこと」が、私
の身体にしみこ
んでいると実感
しました。
入院中にテレ
ビで見た「シン
クロ」に魅せら
れ、「オリンピッ
クに出たい」と、
母と二人三脚で
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ここまできました。進路もそうです。母に「できる
わよ」「大丈夫」と言われ続け、愛知教育大学に進
学しました。「先生になろう」「教育に関わろう」と
思ったんです。今は、シンクロの第一線からは退き
まして、大手門学院大学で非常勤講師をしながら、
奈良女子大学博士課程でいじめ問題を研究していま
す。
大事故の後、小学校時代フランケンと呼ばれ続け、
人間関係に悩み、いじめられていた経験も、なお今
ここにきて研究に生きているということで、人生全
部無駄がない、起きていることには意味がある、夢
は必ず叶っていくんだなということを、こうして講
演会でお話しする機会をいただいております。
私は、私たち大人が夢を追いかけることが大切だ
と思います。子どもたちに勇気をもたせてあげる、
夢をもたせてあげるためには、私たち大人の背中が
輝いていること、前向きに前を向いていることが重
要だと思うのです。今がどうであるかは関係ないで

す。私たちがわくわくするような夢をいっぱい書い
ていって、実現しましょう。
言い忘れていましたけど、オリンピックには本当
に健康体でないと出られないんです。シンクロで少
し結果が残せるようになった頃、腎臓病に罹ってし
まったんですが、大学２年生の時、久しぶりに健康
診断にいったら腎臓病が治っていました。薬は飲ま
なかったんですが、治っていました。現状がどうあ
るかよりも、未来をどうしたいか？なぜ、それを叶
えたいのか？ということをしっかりと考えていくこ
とで、きっとその夢は叶っていくと思います。まず
は書いていただいて夢ノートの威力を経験していた
だけると嬉しいかなと思います。
本日はどうもありがとうございました。

（概要のみを掲載しております。是非いつか、皆
さんが、直に石黒さんのお話をお聞きいただけた
ら嬉しいです）
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星が丘から文化発信　～『星が丘フリンジ』の歩み
東山遊園株式会社　営業推進室

快適環境創造企業　星が丘グループ
星が丘グループは、人に、街に、自然に快適な空
間を提案し続けるため、様々な事業を展開していま
す。主な柱として�
１. 都市機能の整備に貢献（星が丘テラス・星が丘
テラスTHE�KITCHEN・星が丘駐車場）

２. 暮らしの潤いに貢献（東山ボート・星ケ丘ボウ
ル・リンクスこうのす）

３. クルマ社会の円滑化に貢献（星が丘自動車学
校・星ケ丘モーターサービス（Q’Pit））

４. 自然環境の保全に貢献（東山遊園株式会社）
このように、星が丘グループは地域に寄り添い、

「街」を創ってきたと自負しています。

星が丘フリンジ
星が丘はとっておきの場所。

星が丘でワクワク、出会いがあって、

サプライズがあって。

ちょっと違ったことが起こる街、

ちょっと誇れる街。

そんな街をイメージして活動しています。

それが、星が丘フリンジ。

私たちは星が丘ブランドを意識し、もっと快適な
街にするため、コミュニティ創造や文化発信の活動
を「星が丘フリンジ」と名付けました。自己啓発活
動としての朝食勉強会や、朝活ランニングやマラソ
ン大会などのスポーツも行っています。また、演劇
実績としては、下記の演目を上演いたしました。
・2014年：「SHAKE な夜」
　公演会場：NACO�LOUNGE（現在の星が

丘テラスTHE�KITCHEN）
・2015年：「今宵は TURKEY」
公演会場：星ケ丘ボウル
　『円盤ライダー』主宰渡部将之氏（東京を中
心に活動。名古屋出身）

そして今秋、円盤ライダー公演に加え、『劇団あ
おきりみかん』（南山大学演劇部のOB・OGを中心
に旗揚げ）もお招きし、２団体による公演を行いま
す。
・「センチな秋。」　円盤ライダー
公演期間：
　2016 年９月 20日（火）～ 10月２日（日）
公演会場：星が丘テラス　店舗区画
・劇団あおきりみかん
公演期間：
　2016 年 10 月 17日（月）～ 10月 23日（日）
公演会場：
　星ケ丘ボウル内　ビリヤードコーナー

このような活動により、地域の皆様の笑顔が広が
れば幸いと思っています。会員の皆様も是非ご参加
ください。今後ともよろしくお願い申し上げます。

　　　お問い合わせ先：
　　　　　東山遊園株式会社　営業推進室
　　　　　TEL：052-753-3361
　　　　　E-mail：eisui@hoshigaoka.co.jp

2014 年　「SHAKE な夜」

2015年　「今宵は TURKEY」
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創　業　昭和 3年 7月
設　立　昭和 26年 4月
代表者　代表取締役　花田邦司
社員数　62名（平成 28年 4月 1日現在）

■営業拠点
　豊橋本店
　〒 440-0815　豊橋市中世古町 121
　TEL：0532-53-2161　FAX：0532-54-4320

　名古屋支店
　〒 456-0032　名古屋市熱田区三本松町 8-13
　TEL：052-882-0441　FAX：052-882-0479

　西三河営業所
　〒 446-0059�安城市三河安城本町 2-1-103
　TEL：0566-76-0125　FAX：0566-76-0125

■業務内容
　建設業務
・マンション、戸建賃貸など賃貸住宅の企画・設
計・施工
・店舗、事務所、介護・医療施設の企画・設計・
施工
・注文住宅の設計・施工
・建物診断・メンテナンス及び営繕修繕工事
・耐震、リノベーション工事
コンサルティング業務
・資産形成のコンサルティング
・資産活用の調査、企画

■経営理念
　「百花（ひゃっか）百色（ひゃくしょく）
　　　　　　　　　�みんなの幸せを大切にします」
　―どんな時でも、誰に対しても創業の心
　　　　　　　　　　　　「誠実」で向き合います。
　　　お客様、社員とその家族、パートナー企業、
　　　地域の方々など、携わる“みんな”の幸せを
　　　求める経営を目指します。

株式会社花田工務店



★星が丘テラス　★星が丘テラス　THE KITCHEN
★リンクスこうのす　★星ケ丘ボウル　★星が丘駐車場　
★東山ボート　★星が丘自動車学校　★星ヶ丘モーターサービス

* 東山遊園株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〒464-0802　名古屋市千種区星が丘元町 14-35

TEL：052-781-5210　FAX：052-782-6373
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　花田工務店は創業の心である「誠実」を原点と
して、昭和 3年の創業以来、住宅・官公庁・医療・
商業施設・賃貸マンションと時代に適した建物を建
設してきました。建設を通じて皆様の大切な財産の
価値を高め、次の世代へと引き継がれていくことを
我々の使命と考えています。
　愛知県を中心に、現在までに賃貸住宅 819 棟　
10,826 戸、商業施設　331 棟、教育・医療施設他
　265 棟の施工実績があり、創業から 88年様々な
実績とノウハウを積み重ねています。
　また近年は、資産価値を保つためのリフォームや
修繕工事、時代のニーズに合わせた用途や付加価値
を持たせるためのリノベーションなど、次世代へ価
値を引き継いでいくためのお手伝いもさせていただ
いております。
　また、花田グループ３社がリンクし、お客様の資
産を総合的に運用するサービスシステム「ハネット
システム」があります。
　企画、設計、施工、完成後の付帯サービスを行う

建設業の株式会社花田工務店、お客様の大切な財産
の診断、やライフプランニングのお手伝いをする株
式会社財産ドック、さらにその大切な資産の維持管
理や賃貸経営のサポートを行う不動産業の東海建物
株式会社。以上の３社でお客様の大切な資産を守る
お手伝いをいたします。
　これからも 88年の経験を活かし、お客様のご要
望と時代の流れと共に変化し、いつもお客様の期待
を超える“あたらしい、花田”として一生のお付き
合いをいただけるよう願っています。
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　2016 年８月 27日（土）、東邦高等学校食物実習

室において、ちびっこ向け「スイーツ講座」を開催

いたしました。

　３年前から「夏休みのお楽しみ講座」として連続

して開催してきた講座ですが、残念ながら、昨年、

準備が整わず、開催できませんでした。待っていて

いただいた方々もおみえになって、今回は、子ども

たち 17 名・保護者７名の 24 名が参加して楽しく

開催することができました。

　今回の講師は、ガトーリベルテの石井信英さんと

北崎さん。メニューは、「ゼリー」「水ジュレ」「マ
ドレーヌ」。「簡単なメニューにしました」と言われ
る石井さんでしたが、何と言っても参加者は小学５

年生から幼稚園の年長さん。予定の時間をすこ～し

オーバーしての実習となりましたが、参加した子ど

もたちはもちろん、保護者の皆さんも、「やっぱり

プロは違うよね」「教えてもらったちょっとしたこ

とが出来栄えを変えるよね」と美味しさ・楽しさ満

載の時間を満喫されておりました。早くも「来年も

参加したい」の声も上がり、今から楽しみです。

ちびっこ向け「スイーツ講座」
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誰にでも読みやすいUDフォントを使用しています

P-B10023

その１．「自然と親しむ会」
　日　時：10 月 15 日（土）
　　　　　8：00 集合・18：00 解散予定
　場　所：麦草峠・白駒池
　参加費：6,000 円
　「麦草峠（むぎくさとうげ）」は、標高 2,120m、長野
県茅野市と佐久穂町の間にある峠で、北八ヶ岳の丸山と
茶臼山の間に位置しています。また、標高 2,000m以
上にある高山湖では国内最大といわれる白駒池をはじ
め、神秘の森、林床にびっしりと広がるコケなど見どこ
ろがいっぱいです。特に白駒池の周辺は日本蘚苔類学会
から「日本の貴重なコケの森」に選定されています。

その２．「コーヒー講座」第４弾
　日　時：11 月 12 日（土）
　　　　　10：30 ～
　会　場：愛知東邦大学
　参加費：300 円
　今年も愛知東邦大学「大学祭」を開催し
ておりますので、合わせてお楽しみいただ
ければ幸いです。

〈第１回〉
　テーマ：「茶人大名 小堀遠州の手紙」
　日　時：12 月８日（木）
　　　　　　　　　17：00 ～ 18：30
　会　場：愛知東邦大学

〈第２回〉
　テーマ：「本阿弥光悦の手紙」
　日　時：12 月 15 日（木）
　　　　　　　　　17：00 ～ 18：30
　会　場：愛知東邦大学

その３．増田孝先生の連続講座「古文書を読み楽しむ」

〈増田孝先生のプロフィール〉
　１９４８年　千葉県生まれ
　１９７１年　東京教育大学教育学部芸術学科卒業
　２０１５年から愛知東邦大学教授
　現在、テレビ東京系列の人気番組「開運！なんでも鑑定団」（火曜日夜８時 54分）に出演中
　研究の専門領域は「日本の古文書（こもんじょ）」

編集後記

　ここ数年、地震や豪雨、台風など、
自然災害に苦しめられることが増え
ているように感じます。何だか、自
然が、私たち人間に怒っているよう
な気がしてなりません。テレビや新
聞を見ていても、悲しい、残念な
ニュースばかりで、心の温まるよう
な報道には、なかなか出会えません。
寂しいことです。
　そんな時、机の引き出しを整理し
ていたら、「詩」を見つけました。
誰にいただいたものか、覚えており
ませんが、子どもたちへの思いやり
と励ましとともに、人が持っている
温かな心を思い出させてくれる、心
に残る詩でした。読んでいただけた
ら嬉しいです。

◎◎◎◎予　告◎◎◎◎

その４．
2016年度　名刺交換会

　日　　　時：2017 年 2 月 14 日（火）
　講　演　会：名東文化小劇場
　　　　　　　14：00 ～ 15：00
　名刺交換会：愛知東邦大学
　　　　　　　15：30 ～ 17：00
　AL ステーションにて、ティーパー
ティー形式で開催いたします。

※詳細につきましては、後日ご案内させ
ていただきます。

「人間はみんな弱いけど」
人間はみんな弱いけど
猛烈がんばる時がある

人間はしょっちゅう
身勝手だけど
とっても優しい時がある

苦しいことはいやだけど
向かっていける時がある
なんの見通しもないのに
明るくなれる時がある

夢のない大人は
うんざりだけど
すごい大人に
出会うことがある

誰かが一生懸命
みんなのことを
考えてるのに出くわすと
なんだか得をしたような
幸せな気持ちになれる

きっと
その人の心の中には
たくさんの人たちが
生きているんだ！


